檄

昨年の歴史的な政権交代の意義を改めて問い直し、民主党政権がその基盤をさらに強固なものにできるかが試される、第22回参議院選挙が始まった。

新政権が掲げる「強い経済、強い財政、強い社会保障を一体的に実現する」政策は、この間の市場万能主義によって疲弊した、地域社会と公共サービスの再生をめざす自治労の基本方針と一致し、世論からも、支持が集まりつつある。国民の将来不安を取り除き、新しい日本社会を創り上げるためには、参議院選挙において、民主党が勝利を収めることが必要不可欠である。
政局は、菅総理の登場によって、民主党は支持率をＶ字回復し、新政権に対する期待感は高まっているかのように見える。しかし、この間の政治の混迷が深刻な政治不信を招いていたことを忘れてはならない。現在の評価は「風」に過ぎない。何か事が起きれば、「風」は「凪」に、そして逆風へと変わる。われわれの気が緩めば、たやすく勝利の女神は逃げていくことを認識すべきだ。
この間、民主党政権は、社会保障費の一律削減に歯止めをかけ、地方交付税の増額を果たすなど、自治労が求めてきた政策を推し進めてきた。しかし、公務員に対する労働基本権の回復や消防職員への団結権の付与、「地域主権」の推進などはまだまだこれからである。引き続く公務員バッシングをはねのけ、これらの政策を一刻も早く具体化するためにも、今次参院選において民主党が躍進しなければならない。
このようななかで、「えさきたかし」個人名の票は、自治労の団結の強さそのものを示す票数である。自治労の存在と社会的評価、政治的影響力を高めるためにも、「えさきたかし」を高位で当選させることが極めて重要だ。
しかし、「えさきたかし」個人名の浸透はまだまだ不十分だ。これまで、支持を訴えてきた知人・友人、隣の組合員に、改めて確認してほしい。「えさきたかし」の名前は、きちんと浸透しているだろうか。個人名ではなく、「民主党」と党名で書こうとしている人はいないだろうか。
自治労に結集するすべての仲間の皆さん！
「えさきたかし」の浸透はまだ道半ばだ。現状を厳しく認識し、組合員一人ひとり、一票ずつ掘り起こそう！公共サービスを確立し、「国民の生活が第一」の政治を実現するたたかいに、組合員全員で立ち上がろう!
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